
7月26日（水）～7月28日（金）



今年度もWEB研修で開催し、
参加者は九州地区14病院より
66名が受講しました。

1日目は「認知症の病態と診断」
「認知症の治療」について、
NHO肥前精神医療センターの
橋本 学先生による講義でした。

代表的な認知症のメカニズムと症状、
アルツハイマー型認知症の治療薬・
BPSDに関連する治療薬、非薬物療法
等について学びました。



2日目は「認知症患者への関わり」、「認知症患者に対する入院中
の看護に必要なアセスメントと援助技術」、「入院中の認知症患者
の療養環境の調整方法」の講義でした。

講師の体験談も豊富で具体的な
ケアにつながる講義でした。

BPSDは言葉にならない訴え

わからない、どうしよう、
困った、落ち着かない、
辛い・・・・



3日目は「認知症に特有な倫理的課題と意思決定支援」、
「院内外の多職種連携」についての講義とグループワーク。

Jonsenの４分割法を活用し事例検討中



「これまでに関わった認知症の難渋事例について」
事前課題を用いてディスカッションしました。

「今後の自身の取り組みについて」では、認知症看護
における課題と具体的解決策について自身ができるこ
とを考えました。

各グループ発表

まとめ、閉講式


